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条 例

鳥取県立保育専門学院の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する｡

平成18年２月14日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県条例第１号

鳥取県立保育専門学院の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

鳥取県立保育専門学院の設置及び管理に関する条例 (昭和39年鳥取県条例第16号) の一部を次のように改正す

る｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分を同表の改正後の欄中下線が引かれた部分に改める｡

附 則
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鳥 取 県 公 報 (号外)第18号平成18年２月14日 火曜日 �

改 正 後 改 正 前

(設置)

第２条 児童福祉法 (昭和22年法律第164号) 第７条

第１項に規定する児童福祉施設において児童の保育

に従事する者を養成するため､ 鳥取県立保育専門学

院 (以下 ｢学院｣ という｡) を倉吉市に置く｡

(設置)

第２条 児童福祉法 (昭和22年法律第164号) 第７条

に規定する児童福祉施設において児童の保育に従事

する者を養成するため､ 鳥取県立保育専門学院 (以

下 ｢学院｣ という｡) を倉吉市に置く｡

�����
平成18年２月14日(火)

号外第18号

毎週火･金曜日発行



この条例は､ 平成18年10月１日から施行する｡

鳥取県動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する｡

平成18年２月14日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県条例第２号

鳥取県動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正する条例

鳥取県動物の愛護及び管理に関する条例 (平成13年鳥取県条例第48号) の一部を次のように改正する｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分 (以下 ｢改正部分｣ という｡) を当該改正部分に対応する同表の改

正後の欄中下線が引かれた部分に改める｡

附 則

この条例は､ 平成18年６月１日から施行する｡

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例の一部を改正する条例をここに公布する｡

平成18年２月14日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県条例第３号

鳥 取 県 公 報 (号外)第18号平成18年２月14日 火曜日�

改 正 後 改 正 前

(収容の公示等)

第18条 略

２及び３ 略

４ 前３項の規定 (飼い主の判明していない野犬等に

係る部分に限る｡) は､ 知事が､ 法第35条第２項に

おいて準用する同条第１項の規定により犬又はねこ

を引き取った場合及び法第36条第２項の規定により

犬､ ねこ等又は犬､ ねこ等の死体を収容した場合に

ついて準用する｡

(犬､ ねこ等の譲渡)

第19条 知事は､ 法第35条第１項の規定により引き取っ

た犬若しくはねこ又は前条第２項 (同条第４項にお

いて準用する場合を含む｡) に規定する期間が経過

してなお引き取られない犬､ ねこ等をその飼育を希

望する者で適正に飼育できると認めるものに譲渡す

ることができる｡

２ 略

(収容の公示等)

第18条 略

２及び３ 略

４ 前３項の規定 (飼い主の判明していない野犬等に

係る部分に限る｡) は､ 知事が､ 法第18条第２項に

おいて準用する同条第１項の規定により犬又はねこ

を引き取った場合及び法第19条第２項の規定により

犬､ ねこ等又は犬､ ねこ等の死体を収容した場合に

ついて準用する｡

(犬､ ねこ等の譲渡)

第19条 知事は､ 法第18条第１項の規定により引き取っ

た犬若しくはねこ又は前条第２項 (同条第４項にお

いて準用する場合を含む｡) に規定する期間が経過

してなお引き取られない犬､ ねこ等をその飼育を希

望する者で適正に飼育できると認めるものに譲渡す

ることができる｡

２ 略



風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例の一部を改正する条例

風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例 (昭和59年鳥取県条例第30号) の一部を次のよう

に改正する｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分を同表の改正後の欄中下線が引かれた部分に改める｡

附 則

この条例は､ 平成18年10月１日から施行する｡

鳥取県文化財保護審議会条例の一部を改正する条例をここに公布する｡

平成18年２月14日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県条例第４号

鳥取県文化財保護審議会条例の一部を改正する条例

鳥取県文化財保護審議会条例 (昭和50年鳥取県条例第38号) の一部を次のように改正する｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分を同表の改正後の欄中下線が引かれた部分に改める｡

附 則

この条例は､ 公布の日から施行する｡

鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例をここに公布する｡

鳥 取 県 公 報 (号外)第18号平成18年２月14日 火曜日 �

改 正 後 改 正 前

別表第１ (第３条関係)

略

備考

１及び２ 略

３ この表において ｢児童福祉施設｣ とは､ 児童

福祉法 (昭和22年法律第164号) 第７条第１項

に規定する児童福祉施設をいう｡

４ 略

別表第１ (第３条関係)

略

備考

１及び２ 略

３ この表において ｢児童福祉施設｣ とは､ 児童

福祉法 (昭和22年法律第164号) 第７条に規定

する児童福祉施設をいう｡

４ 略

改 正 後 改 正 前

(設置)

第１条 文化財保護法 (昭和25年法律第214号) 第190

条の規定に基づき､ 鳥取県文化財保護審議会 (以下

｢審議会｣ という｡) を設置する｡

(設置)

第１条 文化財保護法 (昭和25年法律第214号) 第105

条の規定に基づき､ 鳥取県文化財保護審議会 (以下

｢審議会｣ という｡) を設置する｡



平成18年２月14日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県条例第５号

鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例

鳥取県手数料徴収条例 (平成12年鳥取県条例第37号) の一部を次のように改正する｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分 (以下 ｢改正部分｣ という｡) を当該改正部分に対応する同表の改

正後の欄中下線が引かれた部分に改める｡

附 則

この条例は､ 平成18年３月20日から施行する｡

鳥 取 県 公 報 (号外)第18号平成18年２月14日 火曜日�

改 正 後 改 正 前

(手数料の徴収)

第２条 次の各号に掲げる事務については､ 当該各号

に定める額の手数料を徴収する｡

(１)及び(２) 略

(３) 旅券法施行令第４条第１項の規定により処理

することとされている旅券法第９条第１項の規定

に基づく渡航先の追加に関する事務 １件につき

300円

(４) 旅券法施行令第４条第１項の規定により処理

することとされている旅券法第10条第１項ただし

書の規定に基づく一般旅券の記載事項の訂正 １

件につき200円

(５)～(323) 略

２ 略

(手数料の徴収)

第２条 次の各号に掲げる事務については､ 当該各号

に定める額の手数料を徴収する｡

(１)及び(２) 略

(３) 旅券法施行令第４条第１項の規定により処理

することとされている旅券法第８条第１項の規定

に基づく渡航先の追加に関する事務 １件につき

300円

(４) 旅券法施行令第４条第１項の規定により処理

することとされている旅券法第９条第１項ただし

書の規定に基づく一般旅券の記載事項の訂正 １

件につき200円

(５)～(323) 略

２ 略

発行所 鳥取県鳥取市東町一丁目220 鳥 取 県 【定価１部１か月2,200円 (送料を含む｡)】

(URL:http:/ /www. pref. tottori. jp)
古紙配合率100％再生紙を使用しています


